
役にたった・感謝された・認められた 

を 育てること 

 

 

〇園児たちも，“人との関わり”の中で生きています。 

自分と家族との限定的な世界から徐々に広がる世界は，刺激的で“成長”に直結しています。 

まさに，【人の間で生きていく】ことで，人間として成長するのだと実感します。 

 

◇成長を保障する根底には，「安心と自信」があると考えます。 

＊ここなら，大丈夫，自分をさらけ出しても。 

＊なんだか，うれしい！  また，やりたい。 

 

➤自然に何気なく流れていく 

日常に，刺激を与えています。    

『お当番さん』です。 

  給食，掃除，パトロール・・・ 

・・・・・ （・（コロナ禍以前は）放送も。  

・時 に時には“代表”として皆の前で。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 本園でも家庭でも，「自己有用感」の育成を目指していきましょう ～ 

 
 

＜お知らせ＞ 

★なでしこ「年長」活躍の場（１２月） 

・３（金）「もちつき会」・・・【花もちづくり】 園を代表してお餅つき（PTA・地域の協力あり） 

・７（火）「お店屋さんごっこ」・・・【６種類のお店】 ひまわり･たんぽぽさんを買い物に招待 

★２学期 終業式（２４金）の降園（時差）・・・な）1３:00～ た）13:10～ ひ）13:20～ 

  

 

羽 島 市 立 西 部 幼 稚 園 

令和３年１２月１日  No.16 

   園  長 安 藤 賢 治 

＊給食当番さん ↑ 

（自分の番が待ち遠しい） 

◎落ち着いて、上手に配ります。 

＊交通安全教室「3つの約束」↑ 

（３人の代表者が、皆の前で） 

◎マイクを通して、はっきり言えました。 

＊パトロール（片付け） ↑ 

（なでしこに任せられたお当番） 

◎年長として、誇りをもってやっています。 ★子供の自信が持続しやすいのは、 

「褒めて（自信を持たせて）育てる」 < 「認められて（自信を持って）育つ」 

 

社会性の基礎となる 

【自己有用感】 

➤自分に対する「自尊感情」や「自己肯定感」とは異なり、 

相手の存在（集団や社会）との関係を肯定的に受け入れ 

ることで生まれる、自己に対する肯定的な評価。 

参考：国立教育政策研究所「生徒指導リーフ」 18 


